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こんにちは市長です

　

近
年
、
近
代
化
建
築
及
び
近
代
化

遺
産
な
ど
明
治
以
後
の
建
築
物
な
ど

が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

近
代
と
い
う
時
代
は
、
明
治
新
政

府
の
指
導
の
も
と
で
、
幕
藩
体
制
の

封
建
社
会
か
ら
脱
却
し
、
欧
米
列
強

の
文
明
や
制
度
を
多
数
取
り
入
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
行
わ
れ
た
時
代

で
す
。
こ
れ
ら
が
、
日
本
各
地
の
人

び
と
の
生
活
や
文
化
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

肱
川
流
域
で
は
、
江
戸

時
代
城
下
町
と
し
て
藩
の

中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
た

大
洲
は
、
藩
の
解
体
、
士

族
の
没
落
に
よ
っ
て
政
治

の
中
心
地
と
し
て
の
役
割

を
終
え
ま
し
た
が
、
し
か

し
、
養
蚕
・
製
糸
業
、
木

蝋
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、

大
洲
町
は
製
糸
工
場
に
よ

る
一
大
製
糸
工
場
の
町
と

し
て
復
興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
長
浜
で
は
物
流
の

集
積
地
と
し
て
新
た
に
繁

栄
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
従
来

河
川
交
通
が
中
心
で
あ
っ

た
交
通
面
で
は
、
大
正
２

年
の
肱
川
橋
の
架
橋
、
大

正
８
年
の
鉄
道
の
開
通
に

よ
っ
て
物
資
な
ど
の
輸
送

が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
展
覧
会
で
は
、
明
治

政
府
の
諸
改
革
に
よ
る
藩
や
士
族
の

解
体
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
を
遂
げ

る
こ
と
と
な
っ
た
近
代
と
い
う
時
代

に
注
目
し
、
大
洲
が
辿
っ
た
近
代
化

の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
洲
地
方
の
近
代
化
の
変
革
を

振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
洲
の

魅
力
を
発
見
・
再
確
認
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
期
間

　

現
在
〜
平
成
19
年
１
月
28
日（
日
）

■
場
所

　

大
洲
市
立
博
物
館
４
階
展
示
室

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
休
館
日

　

月
曜
日
・
祝
日

　
（ 

祝
日
が
月
曜
日
と
重
な
る
場
合

は
翌
日
火
曜
日
も
休
館
）

■
入
館
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
洲
市
立
博
物
館

　

☎
㉔
４
１
０
７

　

す
が
す
が
し
い
秋
日
和
の
今
日
こ

の
頃
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
は
、

お
変
わ
り
な
く
ご
清
祥
に
て
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
去
る
、
６
月
29
日
の

検
査
入
院
以
来
、
生
体
肝
移
植
の
大

手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
７
月

18
・
19
日
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
治
療
・
経
過
観
察

の
た
め
に
一
進
一
退
の
中
、医
療
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
方
に
は
慎
重
を
期
し
て

当
た
っ
て
い
た
だ
き
、
結
局
３
ヵ
月

に
わ
た
り
空
席
期
間
を
作
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
初
め
議
会
の
皆
様
、
各
機
関

の
方
々
に
も
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
わ
ざ
わ

ざ
病
院
ま
で
お
訪
ね
い
た
だ
き
な
が

ら
お
会
い
す
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ず
、

誠
に
申
し
訳
な
く
心
苦
し
く
思
っ
て

も
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
手
紙
や
家

族
を
介
し
て
の
心
温
ま
る
励
ま
し
の

言
葉
の
数
々
、
ど
ん
な
に
勇
気
付
け

ら
れ
た
こ
と
か
…
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

少
々
照
れ
く
さ
い
の
で
す
が
、
家

族
の
愛
と
最
新
の
医
学
・
最
高
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
、
３
つ
目
は

持
ち
あ
わ
せ
の
運
と
で
今
回
の
生
還

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
は
再
び
授
か
っ
た
こ

の
命
、
健
康
に
十
分
留
意
し
て
与
え

ら
れ
た
職
責
が
全
う
で
き
る
よ
う
、

全
力
を
傾
注
し
て
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
、
生
活
の
質
、
情
報
化
、
環

境
問
題
な
ど
「
変
革
」
と
い
う
大
き

な
う
ね
り
と
、
経
済
の
不
安
定
に
よ

る
景
気
の
低
迷
の
中
で
、
い
か
に
将

来
を
見
据
え
、
そ
し
て
着
実
な
前
進

を
遂
げ
ら
れ
る
か
。
そ
れ
が
、
今
の

地
方
分
権
時
代
を
生
き
残
る
大
き
な

要
素
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
飛
躍
の
根
幹
を
な
す

指
針
「
大
洲
市
総
合
計
画
」
に
つ
き

ま
し
て
も
、
今
年
度
中
に
策
定
し
、

自
立
に
向
け
た
個
性
的
で
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
皆
様
の
視
点

に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
可

能
に
す
る
思
い
切
っ
た
行
財
政
改
革

を
行
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
〝
き
ら

め
き
創
造
大
洲
市
・
み
と
め
あ
い　

さ
さ
え
あ
う　

肱
川
流
域
都
市
〞
を

目
指
し
て
、
名
実
共
に
四
国
西
南
部

の
東
の
玄
関
口
と
し
て
君
臨
で
き
る

よ
う
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
参
り
た

い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

旧
に
倍
し
ま
し
て
、
ご
指
導
ご
叱

正
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

大
洲
市
長　

大
森
隆
雄

平
成
平
成
1818
年
度
企
画
展

年
度
企
画
展

「
近
代
大
洲
の
夜
明
け
〜
明
治
大
正
昭
和
の
あ
ゆ
み
〜
」

「
近
代
大
洲
の
夜
明
け
〜
明
治
大
正
昭
和
の
あ
ゆ
み
〜
」

 
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
No.3
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長浜・沖浦の子ども見守り隊
　

学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
多
発

し
て
い
る
昨
今
、
地
域
全
体
で
か
け

が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
に
知
恵
を
出
し
合
い
実
行
し

て
い
こ
う
と
、
長
浜
・
沖
浦
の
子
ど

も
見
守
り
隊
（
長
浜
・
沖
浦
自
治
会

主
催
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
４
日（
月
）、長
浜
小
学
校（
垣

見
節
子
校
長
）
で
開
か
れ
た
結
成
式

に
は
、同
小
児
童
１
５
９
人
の
ほ
か
、

地
域
の
見
守
り
隊
員
と
し
て

登
録
さ
れ
た
１
４
０
人
の
地

域
住
民
も
出
席
し
、
沖
浦
自

治
会
の
笹
本
会
長
が
、「
子

ど
も
た
ち
が
安
全
で
、
保
護

者
が
安
心
で
き
る
地
域
の
環

境
づ
く
り
を
目
指
そ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
見
守
り
時
の
活

動
着
と
し
て
、
お
そ
ろ
い
の

黄
緑
色
の
帽
子
と
ベ
ス
ト
一

式
が
、
隊
員
に
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
終
了
後
、
早
速
、
児
童

の
下
校
に
あ
わ
せ
、
隊
員
ら

は
各
自
の
見
守
り
場
所
や
自

動
車
で
の
見
守
り
活
動
に
従

事
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
登
下
校
の
時

間
帯
に
都
合
の
よ
い
場
所
で

あ
い
さ
つ
な
ど
を
し
て
見
守

り
、
子
ど
も
が
一
人
に
な
る
よ

う
な
場
所
で
は
で
き
る
限
り
い
っ

し
ょ
に
歩
く
な
ど
の
ほ
か
、
自
家

用
・
営
業
用
車
へ
「
防
犯
マ
グ
ネ
ッ

ト
」
を
張
り
、
買
い
物
や
通
勤
時
等

で
の
防
犯
啓
発
も
図
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

エイズ予防週間のお知らせエイズ予防週間のお知らせ

　12月 1日から 7日までの「愛媛エイズ予防週間」中、
夜間電話相談･ＨＩＶ迅速検査を行います。検査は無料・
匿名で当日 30分で結果が出ますので、ご利用ください。

　○実 施 日　12 月 1 日（金曜日）
　○受付時間　午後 6時～午後 8時
　○場　　所　八幡浜保健所（愛媛県八幡浜地方局　１階）
　　　　　　　八幡浜市北浜１丁目 3｜37
　○方　　法　無料・匿名で予約は不要です。
　　　　　　　 抗体検査は、感染の機会から３ヵ月以上

経過しないと検査結果が正確に出ない場
合がありますのでご注意ください。

　○検査相談電話番号　　☎ 0894｜22｜4111（内線 314）
　○当日相談専用電話　　☎ 0894｜22｜0600
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※ また、毎週火曜日午前10時から午前11時にも同様の
エイズ相談検査を実施していますのでご利用ください。

平成１8年度「世界エイズデー」
キャンペーンテーマ

地
域
み
ん
な
で
見
守
る
子
ど
も
た
ち

地
域
み
ん
な
で
見
守
る
子
ど
も
た
ち

〜
「
長
浜
・
沖
浦
の
子
ど
も
見
守
り
隊
」
結
成

〜
「
長
浜
・
沖
浦
の
子
ど
も
見
守
り
隊
」
結
成    

〜〜

「女性に機会を与える賞」「女性に機会を与える賞」
に応募しませんか？に応募しませんか？

　国際ソロプチミストでは、一家を支える世帯主
の女性が、より雇用条件のよい職業につくために、
教育や技術訓練を受けるための援助制度を設けて
います。
　この援助については、学業上の目的追求に関連
したあらゆる費用に使用することができます。

※ 応募資格や提出書類など、詳しくは下記問い合
わせ先までご連絡ください。

※募集締め切り　１１月３０日（木）

　問い合わせ先　国際ソロプチミスト大洲
　　　　　　　　　　　近藤　☎２４－４１４７
　　　　　　　　　　　藤枝　☎２４－３２４１

～国際ソロプチミスト～

地域の皆さんに見守られながら、元気に登校する児童たち
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お知らせ

行政なんでも相談所行政なんでも相談所

日　　時　11 月 16日（木）　午前 10時～午後 3時

場　　所　大洲市総合福祉センター　4階多目的ホール
　　　　　（大洲市東大洲270番地１）

相談内容　登記、保険・年金、消費者保護、道路
　　　　　行政サービス、法律相談など

参加機関
　松山地方法務局大洲支局、大洲公共職業安定所
　愛媛社会保険事務局松山西社会保険事務所
　愛媛県、大洲市、愛媛弁護士会（弁護士）
　愛媛行政評価事務所及び大洲市担当行政相談委員

問い合わせ先
　愛媛行政評価事務所相談課
　　　　　　　　　　  ☎ 089ー 941ー 7701
　市役所総務課行政係  ☎ 24ー 2111（内線 328）

◎大洲市総合福祉センター　案内図

年
金
記
録
相
談
の

　

特
別
強
化
体
制
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
記
録
の

整
理
と
年
金
相
談
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
58
歳
到
達
者
に
対
す
る

年
金
加
入
記
録
の
通
知
な
ど
の
、
年

金
個
人
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

年
金
記
録
を
適
正
に
管
理
し
て
、

ご
本
人
に
適
切
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
は
、当
然
の
責
務
で
あ
り
ま
す
が
、

今
般
、
被
保
険
者
等
の
皆
様
の
年
金

記
録
に
対
す
る
不
安
や
疑
問
に
積
極

的
に
お
答
え
す
る
こ
と
と
し
、
12
月

末
ま
で
の
間
、
年
金
記
録
相
談
の
特

別
強
化
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
一
環
と
し
て
年
金
記
録
に
関
す

る
ご
相
談
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す

が
、
ご
本
人
か
ら
申
し
立
て
の
あ
っ

た
期
間
と
年
金
記
録
が
不
一
致
等
に

よ
り
調
査
を
要
す
る
場
合
に
は
、
専

用
の
年
金
記
録
相
談
窓
口
を
設
置
し

対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
社
会
保
険
事
務
所
で
の
受
付
時

間
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

受
付
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
土
曜
日
も
開
庁
し
て

年
金
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・５
１
０
５

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
次

の
電
話
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
記
録
や
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

　
　

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

す
で
に
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い

る
方
の
年
金
相
談

　
　

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５

◎
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◎
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
お
客

様
か
ら
の
電
話
を
全
国
の
年
金
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
、
回
線
の

空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
い

た
し
ま
す
。

◎
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話
の

場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内

通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

年
金
に
関
す
る
相
談
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
！

年
金
に
関
す
る
相
談
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
！

庭木の枝、道路上に伸びていませんか？
　道路上に伸びた枝などは、自動車や歩行者の妨
げになり、交通事故の原因にもなりかねません。
ご家庭の枝の状況をもう一度確認してください。
　また、道路側溝上のプランターや駐車場入り口
のステップも交通事故を招く原因になります。ルー
ルを守り、気持ちよく道路を利用しましょう。

「消さないで　あなたの心の　注意の火」
　火災の発生しやすい季節を迎え、恒例の秋の
火災予防運動が 11 月 9 日から 11 月 15 日ま
で全国一斉に行われます。
　消防署では、この期間中に住宅の防火訪問や
防火パレードなど各種行事を計画していますの
で、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　また、11 月 9日は「119 番の日」です。火
災や事故が発生したとき、あなたの適切な通報
が被害を少なくし、ケガ人や急病の人の命を救
います。
　通報するときは、落ち
着いて場所や状況など受
付員の問いかけに答えて
ください。

「秋の全国火災予防運動」
平成 18 年度全国統一防火標語

総合体育館

JR大洲駅

←至宇和島 至松山→
JA

大洲市総合福祉センター大洲市総合福祉センター大洲市総合福祉センター

愛媛県愛媛県
大洲出張所大洲出張所
愛媛県
大洲出張所
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